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 第 168号  

愛知県広報誌「愛知の引力。3rd Edition」 

 平成 29年度版愛知の広報誌「愛知の引力。3rd Edition」が７月 31日に発行され、

愛知の魅力として「四谷の千枚田」も題材として大きく採り入れられました。 

広報誌概要 

① タイトル 

(日本語) 愛知の引力    3rd Edition 

(英 語) Allure Aichi   3rd Edition 

(中国語) 愛知的吸引力  3rd Edition 

② 構成内容 

愛知に興味・関心があるけれど愛知のことをよく知らない方や、そもそも愛知の

ことをよく知らない方向けに入門書として活用頂けるよう、日本語版では、愛知の

魅力を「技」、「景」、(景色)、「躍」(スポーツ)、「文」(文化)、「史」(歴史)、の５つの

テーマに分けて制作、また、外国語版は桜・城・忍者等の写真のページを増やし、

写真を大きく掲載する等、今まで以上に外国人の関心を惹きつける内容にしてあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 企画・部数 A４判、24頁、４色カラー 

日本語 45,000部・英語 10,000部・中国語 5,000部 

④ http://www.pref.aichi.jp/soshiki/koho/0000087303010.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                              

                              

棚
田
の
百
姓
は 

 
 
 
 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ 

 

棚
田
の
朝
、
五
時
近
く
に
な
る
と
ビ
ィ

ビ
ー
と
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
百
姓
が
田
ん

ぼ
の
水
廻
り
に
集
ま
っ
て
く
る
。
会
う
と

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
悪
た
れ
話
や
「
俺
の

背
丈
は
縮
む
が
、
草
ば
っ
か
り
伸
び
て
し

ょ
ん
な
い
」
な
ど
の
愚
痴
が
挨
拶
代
わ
り

だ
・
・
時
に
は
「
誠
ち
ゃ
」
の
草
刈
り
に

も
飛
び
火
、
「
あ
ん
ね
に
、
ず
ん
べ
ら
ぼ

う
で
ツ
ル
テ
ッ
カ
ン
に
刈
ら
れ
ち
ゃ
あ

草
も
た
ま
っ
た
も
ん
じ
ゃ
あ
な
い
」
と
か 

「
バ
カ
に
今
年
は
変
な
草
が
生
え
る
が
、

な
ん
で
ず
ら
か
ノ
ン
・
・
、
そ
り
ゃ
あ
、

あ
ん
た
ぁ
、
上
に
種
場
が
あ
る
だ
で
し
ょ

ん
な
い
わ
い
ノ
ン
」
な
ど
と
話
は
尽
き
な

い
。
何
ん
に
し
て
も
、
先
祖
に
ア
ー
ト
心

が
あ
っ
た
の
か
急
傾
斜
地
の
地
形
を
う

ま
く
活
か
し
た
幾
何
模
様
の
芸
術
的
な

小
田
ん
ぼ
ば
っ
か
し
だ
。
お
か
げ
で
棚
田

の
百
姓
は
平
場
の
百
姓
の
よ
う
に
単
調

で
な
く
、
余
分
な
頭
を
使
う
。
毎
年
、
毎

年
、
過
酷
な
条
件
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
「
今

年
は
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
聞
い
た
こ
と
も

な
い
し
、
シ
カ
や
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
と
の

駆
け
引
き
、
知
恵
比
べ
に
歳
を
取
っ
て
お

る
暇
も
な
い
。
今
年
こ
そ
は
、
今
年
こ
そ

は
と
毎
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
の
の

中
々
ど
う
し
て
・
・
だ
か
ら
、
棚
田
の
百

姓
は
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
な
ん
だ
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平
成
十
七
年
十
月
一
日
、
鳳
来
町
・
作

手
村
が
新
城
市
と
合
併
し
、
改
め
て
新
城

市
が
発
足
。
同
日
、
南
設
楽
郡
は
消
滅
。 

今
後
の
予
定 

稲
刈
り 

九
月
七
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校 

九
月
十
六
日
、
新
城
高
校
農
業
ク
ラ
ブ 

    

念
仏
踊
り 

連
谷
集
落
に
は
身
平
橋
組
の
西
組
共
進
連
と
方
瀬
・
真
菰
組
の
方
真
連
の
二

つ
の
念
仏
踊
り
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。=

八
月
十
三
日
、
夜
七
時
か
ら
海
源
寺
、
八
月
十

四
日
は
初
盆
の
丸
地
長
利
宅
、
原
田
恵
稔
宅
と
方
瀬
公
会
堂
で
行
わ
れ
た=

 

 

念
仏
踊
り
は
災
厄
退
散
や
亡
魂
鎮
送
の
た
め
に
行
わ
れ
る
盆
行
事
で
、
正
月
と
並
ん
で

日
本
民
族
の
二
大
祖
霊
祭
と
も
い
う
べ
き
伝
統
行
事
で
あ
る
。 

 

身
平
橋
の
「
は
ね
こ
み
」
は
過
去
に
名
古
屋
市
公
会
堂
、
豊
橋
市
公
会
堂
、
新
城
文
化 

会
館
、
ま
た
、
愛
知
万
博
で
は
日
本
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
草
分
け
的
存
在
の
「
ゴ
ダ
イ
ゴ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
共
演
、
二
十
三
年
に
は
全
国
民
族
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
五
十
周
年
記
念
出
演
、
二
十
五
年
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
伝
統
文
化
地
域
交
流
公
演
、
雄
踏
文 

化
会
館
出
演
等
々
、
中
老
衆
・
若
い
衆 

共
々
「
は
ね
こ
み
」
を
披
露
し
て
き
た
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演 

行 
 

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
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鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
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文  
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小 

山 

舜 

二 


